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登録販売者直前対策 「追い込みパック」 追補 

 

この資料は、2022 年 3 月末の『手引き』改訂に伴う「追い込みパック」テキスト（第五版）の 

修正情報をまとめたものです。 

 

※改訂内容については、 

厚生労働省 HP『試験問題作成に関する手引き（令和４年３月）』 

https://www.mhlw.go.jp/content/000927783.pdf 

『（参考）平成 30 年３月版からの改正履歴入り』 

https://www.mhlw.go.jp/content/000927784.pdf 

も併せてご確認ください。 

 

※全般にわたる内容 

・解説動画（DVD および Web）では、改訂内容を反映しておりません。 

改訂部分については、本追補の内容を学習してください。 

・ちょっとした表記の変更や漢字をひらがなにするなど、 

細かい修正については取り上げていない部分もあります。 

・問題は過去問を使用していますので、「薬事法→法」等の修正はしていません。 

→解説は、必要に応じて「薬事法→医薬品医療機器等法」に修正しています。 

・今回改訂された内容で、本教材ではすでに対応している部分については取り上げていません。 
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第１章 医薬品に共通する特性と基本的な知識 

P3：■ 一般用医薬品とは 

 

※製造物責任法（PL法）に関する記述の追加 

 

P4：■ リスク評価 

 

 

■ 新規医薬品のリスク評価に関する試験 
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P5: ●リスク評価試験 

 

P5: 3．健康食品 

 

 

 

■セルフメディケーション 

※この項目に「地域包括ケアシステム」「セルフメディケーション税制」に関する記述が追加。 

・地域包括ケアシステム：自分、家族、近隣住民、専門家、行政など全ての人たちで協力して個々の

住民の健康を維持・増進していくしくみ。登録販売者は、薬剤師や医師、看護師など地域医療を支える

医療スタッフあるいは行政などとも連携をとって、地域住民の健康維持・増進、生活の質（ＱＯＬ）の

改善・向上などに携わることが望まれる。 

・セルフメディケーション税制：条件を満たした場合にスイッチ OTC医薬品の購入の対価について、 

一定の金額をその年分の総所得金額等から控除する税制。 
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P7：■ 医薬品による副作用 

 

※リゾチーム塩酸塩に関する記述はすべて削除。 

 

P9: ■ 不適正な使用 

 

※誤解や認識不足による不適正な使用について、「使用量は指示通りであっても、症状によっては連用

（常習）する危険性があることが追加された。 

 

P11：●小児の年齢区分 

 

※「新生児」の追加。 

 

P13：■ 医療機関で治療を受けている人 

 

※今回の改訂では、「お薬手帳」に関する記述が何カ所か追加されている。 
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P16：●セルフメディケーション 

 

 

P18：＜販売時に確認すべきポイント＞ 

 

 

P20：■ 主な薬害訴訟 

 

※「C型肝炎訴訟」の追加 
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第2章 人体の働きと医薬品 

P27: ■ 肝臓 

 

※「生体物質」の説明を追加。 

 

P29：■ 肛門 

 

※「毛細血管の鬱血」→肛門周囲の組織の鬱血」。 

 

P33：●副腎 

 

※「エピネフリン」「ノルエピネフリン」追加。 

 

P34：■ 目 

 

 



7 

 

P35: ■ 鼻腔 

 

 

P38：■ 骨 

 

 

P39：■ 中枢神経系 

 

 

P41: ■ 有効成分の吸収 

 

 

■ 薬の代謝・排泄 
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P43：■ 使用上の注意、■ 外用剤 

 

※シロップ剤の「すすいで飲む」が削除された。 

 

1．全身的に現れる副作用、精神神経系に現れる副作用 

 

 

P44: 1．全身的に現れる副作用、精神神経系に現れる副作用 
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P46：2．体の局所に現れる副作用 

 

※「閉塞隅角緑内障（へいそくぐうかくりょくないしょう）」：眼房水の出口である隅角が狭

くなっている緑内障。 
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第3章 主な医薬品とその作用 

P50: ■ 代表的な配合成分等、主な副作用 

 

※解熱鎮痛成分にサリチル酸ナトリウムを追加。 

 

P51：●解熱鎮痛成分 

 

 

P52：■ 主な配合成分等 

 

 

P53: 【主な配合成分】 

 

 

P54：● 抗炎症成分（鼻粘膜や喉の炎症による腫れを和らげる） 
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■ 主な副作用、相互作用、受診勧奨 

 
 

P58：5．鎮暈薬（乗物酔い防止薬） 

 

 

【主な配合成分】 

 

※プロメタジンテオクル酸塩→プロメタジン塩酸塩に変更。 

● 抗ヒスタミン成分 

 

 

P62：●中枢性鎮咳成分（延髄の咳嗽中枢の興奮を抑えることで咳を鎮める） 
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P63：【生薬】（表）（鎮咳去痰薬） 

 

 

P63: 2．口腔咽喉薬、うがい薬（含嗽薬） 

 

 

P64: ■ 代表的な配合成分等、主な副作用 
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P68：「1．胃の薬（制酸薬、健胃薬、消化薬）」の最後に追加 

 

 

P70：● 止瀉成分 

 

※「木クレオソート」を殺菌成分～削除し、「生薬成分」として記載。 

 →殺菌作用に関する記載はなし。 

 

P71：＜刺激性瀉下成分＞ 

 

 

P72: ■ 相互作用、受診勧奨 

 
※慢性的な便秘に対する対処として、刺激性瀉下成分に依存しない対処を指導する。 
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P76: ■ 動悸、息切れ等を生じる原因と強心薬の働き 

 

 

 

P81: ● 外用薬の配合成分（表） 

 

 

P82：● 内服薬に配合される成分 
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P87: ■ 代表的な配合成分等、主な副作用（内服アレルギー用薬） 

 

■ 相互作用、受診勧奨 

 

 

P90:● 点眼方法 

 
【主な配合成分】 
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P91：■ きず薬 

 

 

P92: ●主な殺菌消毒成分（表） 

 

 

P93：● ステロイド性抗炎症成分 
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P97：■ 抗真菌作用を有する配合成分 

 

【剤形の選択】 

 

 

P99：【歯痛薬】 

 

 

 

P103：■ ビタミン、カルシウム、アミノ酸等の働き、主な副作用 
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P104:■ 代表的な配合生薬等、主な副作用 

 

 

P106: ■ 代表的な漢方処方製剤、適用となる症状・体質、主な副作用 

 

 

 

P112: ■ 代表的な配合成分・用法、誤用・事故等への対処 

 

 

 

P113: 【検出感度、偽陰性・偽陽性】 
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第４章 薬事関係法規・制度 

P120：Ⅰ 、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律の目的 

 

 

 

P122: ● 不正表示医薬品（法第 50条から第 54条違反）及び不良医薬品 

 

※不良医薬品には 

（1）基準があるのにそれに適合していない 

（2）医薬品としての品質がダメダメ 

（3）使って良いタール色素以外のものが使われている 

の３つがあり、（1）に医薬品とは別に体外診断用医薬品が追加された。 
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P128：■ 容器・外箱等への記載事項 

 

 

P129: ＜法定表示事項＞ 

 

 

 

P135: ■ 薬局 

 

 

※「薬局」の定義に関する法律の変更「薬局は調剤の業務を行う場所」から「調剤の業務だ

けでは無く、情報提供や指導を併せて行う場所」になり、国が、薬剤師に求めるものが多く

なっていると考えられる。 
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※管理者：薬局開設者に対して必要な意見を「書面により」述べる。 

※薬局開設者：必要な措置を講じ、その内容を保存する。 

※地域連携薬局、専門医療機関連携薬局、健康サポート薬局は、それぞれの目的と機能を覚

えておくこと。 

 

P136：■ 店舗販売業 

 

 

P137：店舗管理者 
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P138：■ 配置販売業 

 

 

P140：＜要指導医薬品の情報提供・指導＞ 

 

 

P141：●情報提供・指導の方法 

 

※「お薬手帳」の活用に関する記述を追加。 
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P142：★要指導医薬品と第一類医薬品の主な比較（表） 

 

※薬剤師が情報提供する要指導医薬品と第 1類医薬品販売時には、「お薬手帳」を活用した

情報提供や指導を行わせることとされている。 

 

P143：＜第一類医薬品の情報提供の方法＞ 

 

 

P147：＜薬局又は店舗＞への掲示 
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P148:第十五条第二項の登録販売者 

 

 

P149: ■ 特定販売 

 

※特定販売できる医薬品として、薬局製造販売医薬品がある。 

 

P153：広告の罰則を追加 

 

  



25 

 

第５章 医薬品の適正使用・安全対策 

P161：■ 適正使用情報の重要性と添付文書の読み方 

 

 

P162：【添付文書の読み方】 

 

※標識的マークがない場合もある。 

 

P163：■「使用上の注意」の記載内容 

 

 

P164：●副作用と考えられる症状を生じた場合に関する記載 

 

 

P168: ●「総合機構ホームページ」 
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P168：●添付文書情報の活用 

 

※医療用医薬品では、添付文書が電子化されている。 

 

P171：■ 副作用報告の仕方 

 

 

P173：■ 医薬品副作用被害救済制度 

 

 

P175: ■ 一般用医薬品の副作用発生事例 

 

 

 

 

 


